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(57)【要約】
　視野角特性の優れた高画質の液晶表示装置を提供する
。
　本発明による液晶表示装置は、複数の画素を含む垂直
配向型の液晶表示装置であって、第１方向に延びる吸収
軸を有する第１偏光板と、第１方向に直交する第２方向
に延びる吸収軸を有する第２偏光板と、１つの画素内に
配置され、互いに異なる電圧を印加することが可能な第
１副画素電極及び第２副画素電極を含む画素電極と、画
素電極に対向する対向電極と、画素電極と対向電極との
間に配置された液晶層と、を備え、第１副画素電極が、
同じ方向に延びる複数の枝電極であって、第１方向また
は第２方向に対して４５°傾いた方向とは異なる第３方
向に延びる複数の枝電極を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含む垂直配向型の液晶表示装置であって、
　第１方向に延びる吸収軸を有する第１偏光板と、
　前記第１方向に直交する第２方向に延びる吸収軸を有する第２偏光板と、
　１つの画素内に配置され、互いに異なる電圧を印加することが可能な第１副画素電極及
び第２副画素電極を含む画素電極と、
　前記画素電極に対向する対向電極と、
　前記画素電極と前記対向電極との間に配置された液晶層と、を備え、
　前記第１副画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または
前記第２方向に対して４５°傾いた方向とは異なる第３方向に延びる複数の枝電極を含む
、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第２副画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第３方向とは異
なる第４方向に延びる複数の枝電極を含む、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第４方向が、前記第１方向または前記第２方向と４５°異なる方向である、請求項
２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１副画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または
前記第２方向に対して４５°傾いた方向とは異なり、且つ前記第３方向とも異なる方向に
延びる複数の枝電極を含む、請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１副画素電極が、前記第１方向または前記第２方向に対して４５°傾いた方向と
は異なる複数の方向に延びる複数の枝電極を含み、
　電圧が印加された場合、前記複数の方向に延びる複数の枝電極によって、液晶分子の配
向方向が互いに異なる複数の液晶領域が形成される、請求項１から３のいずれかに記載の
液晶表示装置。
【請求項６】
　前記複数の液晶領域における液晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向
と４５°異なる、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１副画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが異なる、請求項１から
６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１副画素電極の前記第１方向の幅が前記第２方向の幅よりも広く、
　前記第１方向と前記第３方向とが、０°よりも大きく４５°よりも小さい角度で交わる
、請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第２副画素電極が、前記第４方向とは異なる方向に延びる複数の枝電極を含む、請
求項２または３に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第２副画素電極が、互いに異なる複数の方向に延びる複数の枝電極を含み、
　電圧が印加された場合、前記第２副画素電極の前記複数の方向に延びる複数の枝電極に
よって、液晶分子の配向方向が互いに異なる複数の液晶領域が形成される、請求項２また
は３に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記複数の液晶領域における液晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向
とは４５°異なる、請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
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　前記第２副画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが等しい、請求項２、３
、９、１０、及び１１のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　複数の画素を含む垂直配向型の液晶表示装置であって、
　第１方向に延びる吸収軸を有する第１偏光板と、
　前記第１方向に直交する第２方向に延びる吸収軸を有する第２偏光板と、
　１つの画素内に配置された画素電極と、
　前記画素電極に対向する対向電極と、
　前記画素電極と前記対向電極との間に配置された液晶層と、を備え、
　前記画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが異なり、
　前記画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または前記第
２方向に対して４５°傾いた方向とは異なる第３方向に延びる複数の枝電極を含む、液晶
表示装置。
【請求項１４】
　前記画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または前記第
２方向に対して４５°傾いた方向とは異なり、且つ前記第３方向とも異なる方向に延びる
複数の枝電極を含む、請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記画素電極が、前記第１方向または前記第２方向に対して４５°傾いた方向とは異な
る複数の方向に延びる複数の枝電極を含み、
　電圧が印加された場合、前記複数の方向に延びる複数の枝電極によって、液晶分子の配
向方向が互いに異なる複数の液晶領域が形成される、請求項１３または１４に記載の液晶
表示装置。
【請求項１６】
　前記複数の液晶領域における液晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向
とは４５°異なる、請求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記画素電極の前記第１方向の幅が前記第２方向の幅よりも広く、
　前記第１方向と前記第３方向とが、０°よりも大きく４５°よりも小さい角度で交わる
、請求項１３から１６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、画素内に複数の配向分割領域を有する垂直配向
型の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、広視野角特性を有する液晶表示装置として、横電界モードであるＩＰＳ（Ｉｎ－
Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードあるいはＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　
Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードを利用した液晶表示装置、垂直配向モードであるＶＡ（Ｖｅ
ｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードを利用した液晶表示装置などが開発されてい
る。
【０００３】
　ＶＡモードの液晶表示装置には、１つの画素の中に液晶の配向方向が互いに異なる複数
のドメインが形成されるＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉｄｏｍａｉｎ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇ
ｎｍｅｎｔ）モードの液晶表示装置や、画素の中心部の電極上に形成されたリベット等を
中心として液晶の配向方向を連続的に異ならせるＣＰＡ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｐｉｎ
ｗｈｅｅｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードの液晶表示装置などがある。
【０００４】
　ＭＶＡモードの液晶表示装置の例が特許文献１に記載されている。特許文献１の液晶表
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示装置では、互いに直交する２つの方向に延びる配向規制手段を配置することにより、１
つの画素内に、クロスニコルに配置された一対の偏光板の偏光軸（透過軸）に対して、液
晶ドメインを代表するディレクタの方位角が４５°をなす４つの液晶ドメインが形成され
る。方位角の０°を一方の偏光板の偏光軸の方向とし、反時計回りを正の方位とすると、
この４つの液晶ドメインのディレクタの方位角は、４５°、１３５°、２２５°、３１５
°となる。このように、１つの画素に４つのドメインを形成する構成を４分割配向構造ま
たは単に４Ｄ構造という。
【０００５】
　ＭＶＡモードの液晶表示装置の他の例が、特許文献２及び特許文献３に記載されている
。特許文献２には、４５°－２２５°方向および１３５°－３１５°方向に延びる多くの
微細なスリット（切り込み）を入れた画素電極（櫛歯状画素電極またはフィッシュボーン
型画素電極とも呼ぶ）を備え、これらのスリットに対して平行に液晶を配向させることに
より４分割配向構造を実現する液晶表示装置が記載されている。特許文献３には、ドメイ
ン規制手段によって偏光軸に対する液晶分子の配向方向を４５°及びそれ以外の方向に規
制する液晶表示装置、ドメイン間において液晶分子の配向をなだらかに変化させるために
スリットの延びる方向またはスリットの幅を徐々に異ならせた液晶表示装置などが記載さ
れている。
【０００６】
　また、液晶表示装置のγ特性の視野角依存性を改善するために、各画素を、互いに異な
る電圧を印加することができる複数の副画素電極を含む構成とした液晶表示装置が特許文
献４に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－２４２２２５号公報
【特許文献２】特開２００３－１４９６４７号公報
【特許文献３】特開２００７－２４９２４３号公報
【特許文献４】特開２００８－２２５４９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　図８は、１つの画素が複数の副画素電極からなる画素電極を含む液晶表示装置１００に
おけるフィッシュボーン型の副画素電極の一例を模式的に表した図である。この液晶表示
装置１００は、負の誘電率異方性を有する液晶を備えた垂直配向型の液晶表示装置である
。図８に示すように、液晶表示装置１００の画素電極は２つの副画素電極１１０及び１２
０からなる。
【０００９】
　副画素電極１１０は、図の左右方向（Ｘ方向）に延びる幹電極１１１と、図の上下方向
（Ｙ方向）に延びる幹電極１１２とを有している。以下、画素電極面内における方向（方
位角方向）を定めるために、幹電極１１１と幹電極１１２の交差部の中心から図の右に向
かう方向を０°方向とし、反時計回りに方位角を設定する。つまり、幹電極１１１は０°
－１８０°方向に延び、幹電極１１２は９０°－２７０°方向に延びている。副画素電極
１１０は、さらに、幹電極１１１または１１２からそれぞれ４５°方向、１３５°方向、
２２５°方向、及び３１５°方向に延びる複数の枝電極１１３、枝電極１１４、枝電極１
１５、及び枝電極１１６を有している。
【００１０】
　副画素電極１２０は、０°－１８０°方向に延びる幹電極１２１と、９０°－２７０°
方向に延びる幹電極１２２と、幹電極１２１または１２２からそれぞれ４５°方向、１３
５°方向、２２５°方向、及び３１５°方向に延びる枝電極１２３、枝電極１２４、枝電
極１２５、及び枝電極１２６とを有している。
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【００１１】
　この液晶表示装置は、液晶層を挟んで互いにクロスニコルに配置された２枚の偏光板を
備えている。２枚の偏光板の吸収軸は、一方が０°－１８０°方向（Ｘ方向）に延び、他
方が９０°－２７０°方向（Ｙ方向）に延びている。液晶層に電圧が印加されない場合に
は黒表示が、電圧が印加された場合には、配向した液晶分子より入射光の偏光方向が回転
して明表示がなされる。
【００１２】
　光の利用効率を向上させるためには、電圧印加時に液晶分子を吸収軸に対して４５°の
方位角方向（４５°異なる方向）に配向させることが好ましい。そのため、特許文献１の
液晶表示装置ではドメイン規制手段の延びる方向が吸収軸に対して４５°異なるように、
また特許文献２及び３では画素電極の枝電極の延びる方向が吸収軸に対して４５°異なる
ように、それぞれ設定されている。
【００１３】
　しかし、本願の発明者が、このような副画素電極１１０及び１２０を備えた液晶表示装
置１００による液晶の配向方向を注意深く観察したところ、一部の液晶分子が吸収軸に対
して４５°の方向に配向していないことがわかった。具体的には、図８に示すように、副
画素電極１２０の上の液晶分子は吸収軸に対して４５°の方向に配向するものの、副画素
電極１１０の上の液晶分子の平均配向方位は、吸収軸に対して４５°の方向とは異なる方
位、より詳しくは、Ｘ方向と交わる角度が４５°より大きくなる方位になることがわかっ
た。
【００１４】
　このように、液晶分子の平均配向方向と吸収軸の方向が４５°からずれると、明表示時
に入射光の偏光面を９０°回転させることが難しくなり、光の利用効率が低下する。また
、副画素電極１１０上の液晶分子と副画素電極１２０上の液晶分子との配向方向が異なる
と、両副画素におけるＶ－Ｔ特性（透過率の電圧依存性）及び視野角特性の方位角依存性
に差が生じ、所望の表示特性を得るための特性コントロールが困難になる。
【００１５】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、光利用効率の高
い液晶表示装置、または視野角特性の優れた液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の第１の態様によれば、複数の画素を含む垂直配向型の液晶表示装置であって、
第１方向に延びる吸収軸を有する第１偏光板と、前記第１方向に直交する第２方向に延び
る吸収軸を有する第２偏光板と、１つの画素内に配置され、互いに異なる電圧を印加する
ことが可能な第１副画素電極及び第２副画素電極を含む画素電極と、前記画素電極に対向
する対向電極と、前記画素電極と前記対向電極との間に配置された液晶層と、を備え、前
記第１副画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または前記
第２方向に対して４５°傾いた方向とは異なる第３方向に延びる複数の枝電極を含む液晶
表示装置が提供される。
【００１７】
　前記第１の態様に基づく本発明の第２の態様によれば、前記第２副画素電極が、同じ方
向に延びる複数の枝電極であって、前記第３方向とは異なる第４方向に延びる複数の枝電
極を含む液晶表示装置が提供される。
【００１８】
　前記第２の態様に基づく本発明の第３の態様によれば、前記第４方向が、前記第１方向
または前記第２方向と４５°異なる方向である液晶表示装置が提供される。
【００１９】
　前記第１から第３のいずれかの態様に基づく本発明の第４の態様によれば、前記第１副
画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または前記第２方向
に対して４５°傾いた方向とは異なり、且つ前記第３方向とも異なる方向に延びる複数の
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枝電極を含む液晶表示装置が提供される。
【００２０】
　前記第１から第３のいずれかの態様に基づく本発明の第５の態様によれば、前記第１副
画素電極が、前記第１方向または前記第２方向に対して４５°傾いた方向とは異なる複数
の方向に延びる複数の枝電極を含み、電圧が印加された場合、前記複数の方向に延びる複
数の枝電極によって、液晶分子の配向方向が互いに異なる複数の液晶領域が形成される液
晶表示装置が提供される。
【００２１】
　前記第５の態様に基づく本発明の第６の態様によれば、前記複数の液晶領域における液
晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向と４５°異なる液晶表示装置が提
供される。
【００２２】
　前記第１から第６のいずれかの態様に基づく本発明の第７の態様によれば、前記第１副
画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが異なる液晶表示装置が提供される。
【００２３】
　前記第７の態様に基づく本発明の第８の態様によれば、前記第１副画素電極の前記第１
方向の幅が前記第２方向の幅よりも広く、前記第１方向と前記第３方向とが、０°よりも
大きく４５°よりも小さい角度で交わる液晶表示装置が提供される。
【００２４】
　前記第２または第３の態様に基づく本発明の第９の態様によれば、前記第２副画素電極
が、前記第４方向とは異なる方向に延びる複数の枝電極を含む液晶表示装置が提供される
。
【００２５】
　前記第２または第３の態様に基づく本発明の第１０の態様によれば、前記第２副画素電
極が、互いに異なる複数の方向に延びる複数の枝電極を含み、電圧が印加された場合、前
記第２副画素電極の前記複数の方向に延びる複数の枝電極によって、液晶分子の配向方向
が互いに異なる複数の液晶領域が形成される液晶表示装置が提供される。
【００２６】
　前記第１０の態様に基づく本発明の第１１の態様によれば、前記複数の液晶領域におけ
る液晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向とは４５°異なる液晶表示装
置が提供される。
【００２７】
　前記第２、第３、第９、第１０、及び第１１のいずれかの態様に基づく本発明の第１２
の態様によれば、前記第２副画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが等しい
液晶表示装置が提供される。
【００２８】
　本発明の第１３の態様によれば、複数の画素を含む垂直配向型の液晶表示装置であって
、第１方向に延びる吸収軸を有する第１偏光板と、前記第１方向に直交する第２方向に延
びる吸収軸を有する第２偏光板と、１つの画素内に配置された画素電極と、前記画素電極
に対向する対向電極と、前記画素電極と前記対向電極との間に配置された液晶層と、を備
え、前記画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが異なり、前記画素電極が、
同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または前記第２方向に対して４５
°傾いた方向とは異なる第３方向に延びる複数の枝電極を含む液晶表示装置が提供される
。
【００２９】
　前記第１３の態様に基づく本発明の第１４の態様によれば、前記画素電極が、同じ方向
に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または前記第２方向に対して４５°傾いた
方向とは異なり、且つ前記第３方向とも異なる方向に延びる複数の枝電極を含む液晶表示
装置が提供される。
【００３０】
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　前記第１３または第１４の態様に基づく本発明の第１５の態様によれば、前記画素電極
が、前記第１方向または前記第２方向に対して４５°傾いた方向とは異なる複数の方向に
延びる複数の枝電極を含み、電圧が印加された場合、前記複数の方向に延びる複数の枝電
極によって、液晶分子の配向方向が互いに異なる複数の液晶領域が形成される液晶表示装
置が提供される。
【００３１】
　前記第１５の態様に基づく本発明の第１６の態様によれば、前記複数の液晶領域におけ
る液晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向とは４５°異なる液晶表示装
置が提供される。
【００３２】
　前記第１３から第１６のいずれかの態様に基づく本発明の第１７の態様によれば、前記
画素電極の前記第１方向の幅が前記第２方向の幅よりも広く、前記第１方向と前記第３方
向とが、０°よりも大きく４５°よりも小さい角度で交わる液晶表示装置が提供される。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、光の利用効率の高い液晶表示装置、あるいは視野角特性が好適にコン
トロールされた表示品質の高い液晶表示装置が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置１における１つの画素の構成を模式
的に示した平面図である。
【図２】液晶表示装置１の図１におけるＡ－Ａ’線に沿った模式的な断面図である。
【図３】液晶表示装置１の副画素電極２０ａ及び２０ｂの形状を模式的に表した平面図で
ある。
【図４】副画素電極２０ａ及び２０ｂによる液晶分子の配向を説明するための図である。
【図５】液晶表示装置１によって得られる効果を説明するための図であり、視野角特性の
方位角依存性を表した図である。
【図６】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置２における画素の構成を模式的に示
した平面図である。
【図７】液晶表示装置２の画素電極４０の形状を模式的に表した平面図である。
【図８】参考例の液晶表示装置１００における副画素電極１１０及び１２０の形状を模式
的に表した平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、図面を参照して、本発明による実施形態の液晶表示装置の構成を説明するが、本
発明は以下で説明する実施形態に限定されるものではない。
【００３６】
　（実施形態１）
　図１は、本発明による第１の実施形態の液晶表示装置１における１つの画素１０の構成
を模式的に表した平面図であり、図２は、液晶表示装置１の図１におけるＡ－Ａ’線に沿
った模式的な断面図である。
【００３７】
　液晶表示装置１は、図１に示す構成の画素１０を複数有し、Ｘ方向（図の左右方向）及
びＹ方向（図の上下方向）に沿ってマトリックス状に配置された画素１０によってノーマ
リブラックモードで表示を行う垂直配向型の液晶表示装置である。画素１０は、赤（Ｒ）
、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３原色からなる表示の最小単位におけるＲ、Ｇ、Ｂのうちの１色
の表示領域に対応している。Ｘ方向またはＹ方向に連続して並ぶ３つの画素１０が、Ｒ、
Ｇ、Ｂの３画素に対応しており、これら３つの画素１０によって表示の最小単位が構成さ
れる。なお、表示の最小単位を４つ以上の原色によって構成することも可能であり（多原
色表示）、その場合、画素１０は表示の最小単位を構成する複数の原色のうちの１つの表
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示領域に対応する。
【００３８】
　画素１０は、２つの副画素１０ａ及び１０ｂからなる。画素１０を３つ以上の副画素に
よって構成することも可能である。副画素１０ａはＴＦＴ１６ａ及びフィッシュボーン型
の副画素電極（第１副画素電極）２０ａを含み、副画素１０ｂはＴＦＴ１６ｂ及びフィッ
シュボーン型の副画素電極（第２副画素電極）２０ｂを含んでいる。副画素電極２０ａ及
び２０ｂを単に画素電極２０ａ及び２０ｂと呼ぶこともある。
【００３９】
　液晶表示装置１は、図２に示すように、アクティブマトリクス基板であるＴＦＴ基板６
０と、カラーフィルタ基板である対向基板７０と、これらの基板の間に設けられた液晶層
８０とを備えている。液晶層８０は、負の誘電率異方性（Δε＜０）を有するネマティッ
ク液晶を含んでいる。
【００４０】
　ＴＦＴ基板６０の外側（液晶層８０の反対側）には偏光板（第１偏光板）８５ｂが、対
向基板７０の外側には偏光板（第２偏光板）８５ａがそれぞれ設けられている。偏光板８
５ａと８５ｂとはクロスニコルに配置されており、その一方の吸収軸はＸ方向（第１の方
向）に、他方の吸収軸はＹ方向（第２の方向）にそれぞれ延びている。以下の説明では、
図１の左側から右側に向かう方位を方位０°とし、これを基準として基板面内で反時計回
りに方位角を設定している。偏光板８５ａ及び８５ｂは、両者の吸収軸の方向が互いに直
交し、且つそれぞれの吸収軸がＸ方向またはＹ方向と０度、９０度、１８０度、又は２７
０度異なるように配置することができる。
【００４１】
　図１及び図２に示すように、ＴＦＴ基板６０は、ガラス基板（透明基板）６２と、ガラ
ス基板６２の上に順次形成されたゲート絶縁膜６４、絶縁層６６、樹脂層（絶縁層）６７
、及び配向膜（垂直配向膜）６８とを備えている。ガラス基板６２とゲート絶縁膜６４と
の間には、走査線（ゲートバスライン）１２及び補助容量線（Ｃｓライン）１８ａ及び１
８ｂが形成されており、ゲート絶縁膜６４と絶縁層６６との間（または絶縁層６６の中）
には、ＴＦＴ１６ａ及び１６ｂならびに信号線（ソースバスライン）１４が形成されてい
る。樹脂層６７の上には副画素電極２０ａ及び２０ｂが形成されており、配向膜６８が副
画素電極２０ａ及び２０ｂを覆っている。
【００４２】
　ＴＦＴ１６ａ及び１６ｂのソース電極はＹ方向に延びる信号線１４に接続されており、
ＴＦＴ１６ａ及び１６ｂのドレイン電極は副画素電極２０ａ及び２０ｂにそれぞれ図示し
ないコンタクトホールを介して接続されている。ＴＦＴ１６ａ及び１６ｂのゲート電極は
、副画素１０ａと副画素１０ｂとの間をＸ方向に延びる走査線１２に接続されている。Ｔ
ＦＴ１６ａ及び１６ｂ毎に走査線を設け、ＴＦＴ１６ａ及び１６ｂのゲート電極をそれぞ
れ対応する走査線に接続してもよい。
【００４３】
　副画素電極２０ａと補助容量線１８ａとの間、及び副画素電極２０ｂと補助容量線１８
ｂとの間には、それぞれ補助容量１９ａ及び１９ｂが形成される。補助容量線１８ａ及び
１８ｂに互いに異なる電圧を供給することにより、副画素電極２０ａ及び２０ｂに互いに
異なる電圧が印加され得る。これにより、副画素１０ａ及び１０ｂによる透過率またはγ
特性を異ならせることが可能となり、視野角特性の優れた表示を提供することが可能とな
る。なお、副画素電極２０ａ及び２０ｂ毎に対応する信号線を設けることによって、副画
素電極２０ａ及び２０ｂの印加電圧を異ならせることも可能である。
【００４４】
　対向基板７０は、図２に示すように、透明基板７２と、透明基板７２の上（液晶層側の
面上）に配置されたＣＦ（カラーフィルタ）層７４と、ＣＦ層７４の上に形成された対向
電極（共通電極）７６と、対向電極７６の上に形成された配向膜（垂直配向膜）７８とを
備えている。
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【００４５】
　ＴＦＴ基板６０の配向膜６８及び対向基板７０の配向膜７８は、どちらも配向層及び配
向維持層からなっている。配向層は基板上に塗布された垂直配向膜であり、配向維持層は
液晶材料に予め混合しておいた光重合性モノマーを、液晶セル（ＴＦＴ基板６０、対向基
板７０、及び液晶層８０を含むセル）を形成した後、液晶層８０に電圧を印加した状態で
光重合することによって形成されたポリマーからなる。モノマーの重合時には、副画素電
極２０ａ及び２０ｂと対向電極７６とによって液晶層８０に電圧が印加され、副画素電極
２０ａ及び２０ｂの形状に応じて生じる斜め電界によって液晶分子を配向させ、その状態
で光を照射してモノマーが重合される。
【００４６】
　このようにして形成された配向維持層により、電圧を取り去った後（電圧を印加しない
状態）でも液晶分子に配向（プレチルト方位）を維持（記憶）させることができる。この
ような配向膜の形成技術は、ポリマー配向支持（ＰＳＡ：Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｕｓｔａｉ
ｎｅｄ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）技術と呼ばれる。配向維持層は、表示時において液晶層に
電圧が印加されない場合に、液晶の配向方向を基板面垂直方向から若干傾いた方向にプレ
チルトさせる機能を有する。なお、配向膜６８及び７８が配向維持層を含まず垂直配向膜
のみからなる形態もあり得る。
【００４７】
　次に、図３を用いて副画素電極２０ａ及び２０ｂの形状を説明する。
【００４８】
　図３に示すように、副画素電極２０ａは、Ｘ方向（方位角０°－１８０°方向）に延び
る幹電極（副画素電極の幹部）２１と、Ｙ方向（方位角９０°－２７０°方向）に延びる
幹電極２２と、幹電極２１または２２から延びる複数の枝電極２３、複数の枝電極２４、
複数の枝電極２５、及び複数の枝電極２６を含んでいる。枝電極２３は０°より大きく９
０°よりも小さい方位角方向（４５°を含まず）に延びており、枝電極２４は９０°より
大きく１８０°よりも小さい方位角方向（１３５°を含まず）に延びており、枝電極２５
は１８０°より大きく２７０°よりも小さい方位角方向（２２５°を含まず）に延びてお
り、枝電極２６は２７０°より大きく３６０°よりも小さい方位角方向（３１５°を含ま
ず）に延びている。
【００４９】
　本実施形態では、枝電極２３、２４、２５、及び２６の延びる方向は、それぞれ４２．
５°、１３７．５°、２２２．５°、及び３１７．５°である。つまり、Ｘ方向と枝電極
２３、２４、２５、及び２６とが交わる角度（鋭角）θ１はいずれも４２．５°である。
このように、枝電極２３、２４、２５、及び２６は、いずれもＸ方向またはＹ方向に対し
て４５°傾いた方向とは異なる方向（第３方向）に延びている。副画素電極２０ａのＸ方
向の幅ｄ１（図中、最も右側の端部と最も左側の端部との間の距離）は１５０μｍであり
、Ｙ方向の幅ｄ２（図中、最も上側の端部と最も下側の端部との間の距離：ｄ１／３）は
５０μｍである。
【００５０】
　副画素電極２０ｂは、Ｘ方向に延びる幹電極３１と、Ｙ方向に延びる幹電極３２と、幹
電極３１または３２から延びる複数の枝電極３３、複数の枝電極３４、複数の枝電極３５
、及び複数の枝電極３６を含んでいる。枝電極３３、３４、３５、及び３６の延びる方向
は、それぞれ４５°、１３５°、２２５°、及び３１５°である。つまり、Ｘ方向と枝電
極３３、３４、３５、及び３６とが交わる角度（鋭角）θ２はいずれも４５°である。副
画素電極２０ｂのＸ方向の幅は、副画素電極２０ａと同じｄ１であり、Ｙ方向の幅ｄ３も
ｄ１と等しい。
【００５１】
　このように、副画素電極２０ｂの枝電極３３～３６は副画素電極２０ａの枝電極２３～
２６とは異なる方向に延びている。幅ｄ１と幅ｄ３との比率を１：１以外の比率に変えて
もよく、その比率に応じて、枝電極３３、３４、３５、及び３６を、それぞれＸ方向また
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はＹ方向と４５°とは異なる方向であって、枝電極２３、２４、２５、及び２６とも異な
る方向に延ばしてもよい。また、枝電極３３、３４、３５、及び３６は、それぞれ枝電極
２３、２４、２５、及び２６と同じ方向に延びていてもよい。
【００５２】
　副画素電極２０ａ及び２０ｂがこのような形状を有しているため、枝電極２３～２６及
び３３～３６それぞれの隣り合う２つの枝電極の間には、隣り合う２つの枝電極と同じ方
向に延びる複数のスリット（電極材料が存在しない間隙）が形成される。
【００５３】
　各枝電極２３～２６及び３３～３６の幅は実質的に同じであり、スリットの幅も全て実
質的に同じである。ここで、枝電極の幅とは枝電極の延びる方向に垂直な方向の幅を意味
し、スリットの幅とはスリットの延びる方向に垂直な方向の幅を意味する。枝電極の幅及
びスリットの幅が極端に大きいか極端に小さい場合、配向規制力が適切に働かないため、
枝電極の幅は１．５μｍ以上５．０μｍ以下の範囲にあることが望ましく、スリットの幅
は１．５μｍ以上５．０μｍ以下の範囲にあることが望ましい。
【００５４】
　上述の形状を有する副画素電極２０ａ及び２０ｂと配向膜６８及び７８との作用により
、副画素１０ａ及び１０ｂそれぞれの中に４Ｄ構造のマルチドメインが形成される。電圧
が印加されない場合、４つのドメインにおける液晶分子は、基板面に垂直な方向から若干
傾いた方向にプレチルトしている。プレチルトの方位は、配向膜６８及び７８に記憶され
た方位であり、Ｘ方向またはＹ方向に対して４５°傾いた方向である。電圧が印加された
とき、４つのドメインの液晶分子は、極角方向が基板面に平行に近づく方向に配向する。
配向の方位は、プレチルトの方位と実質的に同じである。配向の方位がプレチルトの方位
と一致しているため、極めて応答速度の速い正確な方位への配向が実現される。
【００５５】
　図４は、液晶表示装置１における液晶分子の配向を説明するための図である。
【００５６】
　図４に示すように、副画素電極２０ａ及び２０ｂによって液晶分子に電圧が印加された
場合、副画素１０ｂにおける液晶分子は、副画素電極２０ｂのＸ方向の幅とＹ方向の幅が
同じであり、枝電極３３～３６が全てＸ方向（またはＹ方向）に対して４５°の方位角方
向に延びているため、枝電極３３～３６の延びる方向に沿って、Ｘ方向に対して４５°の
方位角方向（θ４）に配向する。
【００５７】
　副画素１０ａにおける液晶分子は、液晶分子に電圧が印加された場合、副画素電極２０
ａのＸ方向の幅ｄ１とＹ方向の幅ｄ２が異なるため、もし枝電極２３～２６がＸ方向に対
して４５°異なる方位角方向に延びているとすると、図８を用いて説明したように、Ｘ方
向に対して４５°とは異なる方位角方向に配向することになる。これは、副画素電極２０
ａの上側及び下側の端部付近では液晶分子がＹ方向に沿って配向しようとする力が働き、
右側及び左側の端部付近では液晶分子がＸ方向に沿って配向しようとする力が働き、また
、副画素電極２０ａのＸ方向の幅ｄ１がＹ方向の幅ｄ２よりも長いため、副画素電極２０
ａの端部付近における液晶分子をＸ方向に沿って配向させようとする力のほうがＹ方向に
沿って配向させようとする力よりも弱くなることが原因と思われる。そのような配向規制
力のアンバランスの影響を受けて、副画素１０ａ内の液晶分子の多くがＸ方向に対して４
５°とは異なる方位角方向に配向することになる。
【００５８】
　しかし、本発明による副画素電極２０ａの枝電極２３～２６は、Ｘ方向の配向規制力と
Ｙ方向の配向規制力のアンバランスを予め考慮した上で、枝電極２３～２６がＸ方向（ま
たはＹ方向）に対して４５°とは異なる方位角方向に延びるように形成されている。した
がって、副画素１０ａにおける液晶分子は、液晶分子に電圧が印加された場合、Ｘ方向に
対して４５°の方位角方向（θ３）に配向することができる。
【００５９】
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　副画素電極２０ａのＸ方向の幅ｄ１がＹ方向の幅ｄ２よりも長い場合、枝電極２３～２
６の延びる方向とＸ方向との間の角度（鋭角：θ１）は４５°よりも小さいことが好まし
い。もし副画素電極２０ａのＸ方向の幅をＹ方向の幅よりも短くした場合には、枝電極２
３～２６の延びる方向とＸ方向との間の角度（鋭角：θ１）を４５°よりも大きくするこ
とが好ましい。
【００６０】
　また、上述したようなＸ方向及びＹ方向の配向規制力のアンバランスは、画素のサイズ
が小さくなるほど画素内の液晶分子全体に対して大きな影響を与えることになる。したが
って、枝電極がＸ方向に対して４５°とは異なる方向に延びるように副画素電極２０ａを
形成することは、画素サイズの小さな液晶表示装置、例えば副画素電極の幅ｄ２（狭いほ
うの幅）が５０μｍ以下の液晶表示装置に対してより効果的である。
【００６１】
　図５は、副画素電極２０ａ及び２０ｂを用いることによって得られる効果を説明するた
めの図であり、液晶表示装置１による視野角特性と図８に示した副画素電極１１０及び１
２０を用いた液晶表示装置１００の視野角特性とを比較した図である。
【００６２】
　図中、グラフの横軸は液晶表示装置を正面（基板面に対して極角９０°の方向）から見
た場合の透過率（最大の透過率を１．０とする）を、縦軸は液晶表示装置を極角６０°方
向から見た場合の透過率（最大の透過率を１．０とする）を表している。図中の「ａ」（
○を結ぶ線）及び「ｂ」（×を結ぶ線）は、それぞれ液晶表示装置１００によるＹ方向及
びＸ方向に沿った視野角特性（正面透過率と極角６０°方向の透過率との関係）を、「ｃ
」（○を結ぶ線）及び「ｄ」（×を結ぶ線）は、それぞれ液晶表示装置１によるＹ方向及
びＸ方向に沿った視野角特性を表している。
【００６３】
　図５に示されるように、「ａ」と「ｂ」は異なる視野角特性を示しており、「ｃ」と「
ｄ」はほぼ同じ視野角特性を示している。これは、液晶表示装置１００においてはＹ方向
の視野角特性（輝度の極角依存性）とＸ方向の視野角特性とが異なるが、液晶表示装置１
によれば、Ｘ方向及びＹ方向においてほぼ同じ視野角特性が得られること、すなわち、方
位角依存性の少ない視野角特性が得られることを表している。
【００６４】
　このように、液晶表示装置１によれば、画素１０における液晶分子の配向方向をＸ方向
及びＹ方向、すなわち偏光板の吸収軸に対して４５°の方向に安定して配向させることが
できる。したがって、光の利用効率の高い高品質の表示を提供することが可能となる。ま
た、複数の副画素を有する液晶表示装置における視野角特性の方位角依存性をより均一に
することができるため、高品質の表示を提供することが可能となる。
【００６５】
　（実施形態２）
　図６は、本発明による第２の実施形態の液晶表示装置２における画素１０の構造を模式
的に示す平面図であり、図７は、液晶表示装置２の１つの画素電極４０の形状を模式的に
表した平面図である。
【００６６】
　液晶表示装置２は、実施形態１の液晶表示装置１とは画素及び画素電極の形態が異なっ
ているが、それ以外の構成は基本的に液晶表示装置１と同じである。よって、以下、液晶
表示装置１と異なる点を中心に説明を行い、液晶表示装置１と同じ構成要素には同じ参照
番号を付して、その説明の多くを省略する。
【００６７】
　図６に示すように、液晶表示装置２は画素１０を複数有し、Ｘ方向（図の左右方向）及
びＹ方向（図の上下方向）に沿ってマトリックス状に配置された画素１０によってノーマ
リブラックモードで表示を行う垂直配向型の液晶表示装置である。画素１０は、赤（Ｒ）
、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３原色からなる表示の最小単位におけるＲ、Ｇ、Ｂのうちの１色
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の表示領域に対応している。液晶表示装置２の断面構成は、副画素電極２０ａが画素電極
４０に置き換えられる以外は図２に示すものと同じである。
【００６８】
　各画素１０は、ＴＦＴ１６及びフィッシュボーン型の画素電極４０を含んでいる。ＴＦ
Ｔのソース電極は信号線１４に、ドレイン電極は画素電極４０に、ゲート電極は走査線１
２にそれぞれ接続されている。
【００６９】
　次に、図７を用いて画素電極４０の形状を説明する。画素電極４０の形状は、実施形態
１における副画素電極２０ａの形状と基本的には同じである（ただし、画素電極４０はＸ
方向の幅をＹ方向の幅よりも短く図示している）。
【００７０】
　図７に示すように、画素電極４０は、Ｘ方向に延びる幹電極（画素電極の幹部）４１と
、Ｙ方向に延びる幹電極４２と、幹電極４１または４２から延びる複数の枝電極４３、複
数の枝電極４４、複数の枝電極４５、及び複数の枝電極４６を含んでいる。枝電極４３は
０°より大きく９０°よりも小さい方位角方向（４５°を含まず）に延びており、枝電極
４４は９０°より大きく１８０°よりも小さい方位角方向（１３５°を含まず）に延びて
おり、枝電極４５は１８０°より大きく２７０°よりも小さい方位角方向（２２５°を含
まず）に延びており、枝電極４６は２７０°より大きく３６０°よりも小さい方位角方向
（３１５°を含まず）に延びている。
【００７１】
　本実施形態では、枝電極４３、４４、４５、及び４６の延びる方向は、それぞれ４７．
５°、１３２．５°、２２７．５°、及び３１２．５°である。つまり、Ｙ方向と枝電極
４３、４４、４５、及び４６とが交わる角度（鋭角）θ５はいずれも４２．５°である。
このように、枝電極４３、４４、４５、及び４６は、いずれもＸ方向またはＹ方向に対し
て４５°傾いた方向とは異なる方向（第３方向）に延びている。画素電極４０のＸ方向の
幅ｄ４（図中、最も右側の端部と最も左側の端部との間の距離）は１５０μｍであり、Ｙ
方向の幅ｄ５（図中、最も上側の端部と最も下側の端部との間の距離）は４５０μｍであ
る。
【００７２】
　画素電極４０がこのような形状を有しているため、枝電極４３～４６の隣り合う２つの
枝電極の間には、隣り合う２つの枝電極と同じ方向に延びる複数のスリットが形成される
。各枝電極の幅は実質的に同じであり、スリットの幅も全て実質的に同じである。各枝電
極の幅は１．５μｍ以上５．０μｍ以下の範囲にあることが望ましく、スリットの幅は１
．５μｍ以上５．０μｍ以下の範囲にあることが望ましい。
【００７３】
　上述の形状を有する画素電極４０と配向膜との作用により、画素１０の中に４Ｄ構造の
マルチドメインが形成される。画素電極４０の枝電極４３～４６は、実施形態１の枝電極
２３～２６と同様、Ｘ方向の配向規制力とＹ方向の配向規制力のアンバランスを予め考慮
した上で、枝電極４３～４６がＸ方向（またはＹ方向）に対して４５°とは異なる方位角
方向に延びるように形成されている。したがって、画素１０における液晶分子は、液晶分
子に電圧が印加された場合、Ｘ方向に対して４５°の方位角方向（θ３）に配向すること
ができる。画素電極４０のＸ方向の幅ｄ４がＹ方向の幅ｄ５よりも短い場合、枝電極４３
～４６の延びる方向とＹ方向との間の角度（鋭角：θ５）は４５°よりも小さいことが好
ましい。
【００７４】
　また、上述したようなＸ方向及びＹ方向の配向規制力のアンバランスは、画素のサイズ
が小さくなるほど画素内の液晶分子全体に対して大きな影響を与えることになる。したが
って、枝電極がＸ方向に対して４５°とは異なる方向に延びるように画素電極４０を形成
することは、画素サイズの小さな液晶表示装置、例えば画素電極４０の幅ｄ４（狭いほう
の幅）が１５０μｍ以下の液晶表示装置に対してより効果的である。
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　液晶表示装置２によれば、画素１０における液晶分子の配向方向をＸ方向及びＹ方向、
すなわち偏光板の吸収軸に対して４５°の方向に安定して配向させることができる。した
がって、光の利用効率の高い高品質の表示を提供することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　本発明は、様々なタイプの液晶表示装置の表示特性を向上させるために用いることがで
き、特に比較的小さな画素を有する液晶表示装置に好適に用いられる。
【符号の説明】
【００７７】
　１、２　　液晶表示装置
　１０　　画素
　１０ａ、１０ｂ　　副画素
　１２　　走査線
　１４　　信号線
　１６、１６ａ、１６ｂ　　ＴＦＴ
　１８ａ、１８ｂ　　補助容量線
　１９ａ、１９ｂ　　補助容量
　２０ａ、２０ｂ　　副画素電極
　２１、２２、３１、３２、４１、４２　　幹電極
　２３～２６、３３～３６、４３～４６　　枝電極
　４０　　画素電極
　６０　　ＴＦＴ基板
　６２　　ガラス基板
　６４　　ゲート絶縁膜
　６６　　絶縁層
　６７　　樹脂層
　６８　　配向膜
　７０　　対向基板
　７２　　透明基板
　７４　　ＣＦ層
　７６　　対向電極
　７８　　配向膜
　８０　　液晶層
　８５ａ、８５ｂ　　偏光板



(14) JP WO2010/092658 A1 2010.8.19

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(15) JP WO2010/092658 A1 2010.8.19

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(16) JP WO2010/092658 A1 2010.8.19

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月30日(2011.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含む垂直配向型の液晶表示装置であって、
　第１方向に延びる吸収軸を有する第１偏光板と、
　前記第１方向に直交する第２方向に延びる吸収軸を有する第２偏光板と、
　１つの画素内に配置され、互いに異なる電圧を印加することが可能な第１副画素電極及
び第２副画素電極を含む画素電極と、
　前記画素電極に対向する対向電極と、
　前記画素電極と前記対向電極との間に配置された液晶層と、を備え、
　前記第１副画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または
前記第２方向に対して４５°傾いた方向とは異なる第３方向に延びる複数の枝電極を含み
、
　前記第２副画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第３方向とは異
なる第４方向に延びる複数の枝電極を含む、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第４方向が、前記第１方向または前記第２方向と４５°異なる方向である、請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１副画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または
前記第２方向に対して４５°傾いた方向とは異なり、且つ前記第３方向とも異なる方向に
延びる複数の枝電極を含む、請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１副画素電極が、前記第１方向または前記第２方向に対して４５°傾いた方向と
は異なる複数の方向に延びる複数の枝電極を含み、
　電圧が印加された場合、前記複数の方向に延びる複数の枝電極によって、液晶分子の配
向方向が互いに異なる複数の液晶領域が形成される、請求項１または２に記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記複数の液晶領域における液晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向
と４５°異なる、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１副画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが異なる、請求項１から
５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１副画素電極の前記第１方向の幅が前記第２方向の幅よりも広く、
　前記第１方向と前記第３方向とが、０°よりも大きく４５°よりも小さい角度で交わる
、請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第２副画素電極が、前記第４方向とは異なる方向に延びる複数の枝電極を含む、請
求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第２副画素電極が、互いに異なる複数の方向に延びる複数の枝電極を含み、
　電圧が印加された場合、前記第２副画素電極の前記複数の方向に延びる複数の枝電極に
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よって、液晶分子の配向方向が互いに異なる複数の液晶領域が形成される、請求項１また
は２に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の液晶領域における液晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向
とは４５°異なる、請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第２副画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが等しい、請求項１、２
、８、９、及び１０のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　複数の画素を含む垂直配向型の液晶表示装置であって、
　第１方向に延びる吸収軸を有する第１偏光板と、
　前記第１方向に直交する第２方向に延びる吸収軸を有する第２偏光板と、
　１つの画素内に配置された画素電極と、
　前記画素電極に対向する対向電極と、
　前記画素電極と前記対向電極との間に配置された液晶層と、を備え、
　前記画素電極の前記第１方向の幅と前記第２方向の幅とが異なり、
　前記画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または前記第
２方向に対して４５°傾いた方向とは異なる第３方向に延びる複数の枝電極を含む、液晶
表示装置。
【請求項１３】
　前記画素電極が、同じ方向に延びる複数の枝電極であって、前記第１方向または前記第
２方向に対して４５°傾いた方向とは異なり、且つ前記第３方向とも異なる方向に延びる
複数の枝電極を含む、請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記画素電極が、前記第１方向または前記第２方向に対して４５°傾いた方向とは異な
る複数の方向に延びる複数の枝電極を含み、
　電圧が印加された場合、前記複数の方向に延びる複数の枝電極によって、液晶分子の配
向方向が互いに異なる複数の液晶領域が形成される、請求項１２または１３に記載の液晶
表示装置。
【請求項１５】
　前記複数の液晶領域における液晶分子の配向方向が、前記第１方向または前記第２方向
とは４５°異なる、請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記画素電極の前記第１方向の幅が前記第２方向の幅よりも広く、
　前記第１方向と前記第３方向とが、０°よりも大きく４５°よりも小さい角度で交わる
、請求項１２から１５のいずれかに記載の液晶表示装置。
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